


































































































事業所数 割合（％） 事業所数 割合（％）
食料品製造業 　44 　21.9 　28 　21.4
飲料・たばこ・飼料製造業 　6 　3.0 　3 　2.3
繊維工業 　2 　1.0 　2 　1.5
パルプ・紙・紙加工品製造業 　9 　4.5 　1 　0.8
印刷・同関連業 　17 　8.5 　1 　0.8
化学工業 　22 　10.9 　11 　8.4
石油製品・石炭製品製造業 　3 　1.5 　0 　0.0
プラスチック製品製造業 　21 　10.4 　18 　13.7
ゴム製品製造業 　4 　2.0 　2 　1.5
窯業・土石製品製造業 　14 　7.0 　4 　3.1
鉄鋼業 　5 　2.5 　3 　2.3
非鉄金属製造業 　7 　3.5 　9 　6.9
金属製品製造業 　6 　3.0 　12 　9.2
はん用機械器具製造業 　2 　1.0 　0 　0.0
生産用機械器具製造業 　1 　0.5 　1 　0.8
業務用機械器具製造業 　0 　0.0 　1 　0.8
電子部品・デバイス・電子回路製造業 　6 　3.0 　5 　3.8
電気機械器具製造業 　6 　3.0 　1 　0.8
情報通信機械器具製造業 　0 　0.0 　3 　2.3
輸送用機械器具製造業 　15 　7.5 　19 　14.5
その他の製造業 　11 　5.5 　7 　5.3


















































事業所数 割合（％） 事業所数 割合（％）
すでに取得している 　2 　1.0 　0 　0.0
現在は取得していないが，これから取得する予定である 　1 　0.5 　1 　0.8
取得するかどうか現在検討中である 　25 　12.5 　15 　11.5
現在取得していないし，今後取得する予定もない 146 　73.0 　88 　67.2
ISO50001を知らない 　26 　13.0 　27 　20.6
合計 200 100.0 131 100.0
表４　FEMSの導入状況
回答 埼玉 群馬
事業所数 割合（％） 事業所数 割合（％）
すでに導入している，あるいは導入することが決まっている 　25 　12.6 　19 　14.5
導入するかどうか現在検討中である 　31 　15.6 　16 　12.2
導入について検討していない 143 　71.9 　96 　73.3
合計 199 100.0 131 100.0
表５　スコープ３への対応状況
回答 埼玉 群馬
事業所数 割合（％） 事業所数 割合（％）
具体的な対応をすでに実施している 　34 　17.5 　20 　15.4
今後，具体的な対応を実施する予定である 　18 　9.3 　10 　7.7
具体的な対応をする予定はない 142 　73.2 100 　76.9



































































43.7％ 46.0％ 　9.8％ 　0.6％ （174）
CO2排出の削減に向けた対策のノウハウや技術力を蓄
積しておきたかったから
　6.9％ 42.8％ 43.4％ 　6.9％ （173）
目標設定型排出量取引制度の対象から早く除外される
ようにしたかったから
　5.8％ 17.4％ 35.5％ 41.3％ （172）
第２削減計画期間で使用できるように，クレジットを
確保しておきたかったから














































































すでに保有している設備・機器の改修によるCO2の排出削減 18.2％ 54.0％ 20.2％ 　7.6％ （198）
省エネルギー性能を高めるための新たな生産技術の開発 　4.1％ 31.5％ 50.3％ 14.2％ （197）










































































51.3% 42.0% 　5.9% 0.8% （119）
CO2排出の削減に向けた対策のノウハウや技術力を蓄
積しておきたかったから
　7.6% 52.9% 31.9% 7.6% （119）
企業が自ら設定した排出目標を達成するように努める
のは当然であるから
42.9% 52.9% 　3.4% 0.8% （119）
将来的に排出量取引制度が群馬県あるいは国レベルで
導入されることもありうるから
































































すでに保有している設備・機器の改修によるCO2の排出削減 20.5% 63.8% 12.6% 3.1% （127）
省エネルギー性能を高めるための新たな生産技術の開発 10.2% 40.2% 43.3% 6.3% （127）
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How Did Business Facilities Respond to the Saitama Target-Setting Emissions Trading Program?
HAMAMOTO, Mitsutsugu
Saitama Prefecture started the “Target-Setting Emissions Trading Program （TSETP）” in April 2011 with the 
aim of reducing carbon dioxide （CO2） emissions from large emitters such as factories and office buildings. This 
paper examines how manufacturing plants responded to the TSETP using data collected from a survey conducted 
in 2018. Specifically, the paper investigates why the plants made effort to reduce their CO2 emissions under the 
TSETP despite the fact that the program includes no penalty for unachieved facilities. In addition, whether the 
TSETP caused carbon leakage is explored. The impact of the TSETP on the diffusion of high-efficiency equipment 
is also examined.
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